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Ｊ
Ｒ
連
合
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
所
属
す
る

浜
野
よ
し
ふ
み
議
員
（
本
年
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
・
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
重
点
候
補
と
し
て
支
援
し
、
再
選
）
は
、
11
月
13
日
の
参
議
院
予
算

委
員
会
に
お
い
て
、
「鉄
道
料
金
の
改
定
」に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た
。

浜
野
議
員
は
、
「
骨
太
方
針

２
０
２
５
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
、
物

価
上
昇
に
合
わ
せ
た
公
的
制
度
の
点
検
・
見
直
し
を
踏
ま
え
、
金
子
恭

之
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
「予
算
・税
制
に
囚
わ
れ
な
い
公
定
価
格
全

般
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
べ
き
。
例
え
ば
、
電
力
分
野
の
規
制
料

金
、
託
送
料
金
、
さ
ら
に
鉄
道
料
金
や
医
薬
品
の
薬
価
な
ど
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
て
い
く
べ
き
」と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
金
子
国
土
交
通
大
臣
の
答
弁
は
、
「
国
土
交
通
省
は
収

入
原
価
算
定
要
領
を
見
直
し
、
物
価
上
昇
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
と
し

て
お
り
、
複
数
の
事
業
者
が
運
賃
改
定
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
適

時
適
切
に
対
応
し
て
い
く
」
旨
の
内
容
に
留
ま
っ
た
。
浜
野
議
員
は
さ
ら

に
、
「
鉄
道
料
金
な
ど
の
改
定
に
つ
い
て
は
長
期
間
を
要
す
る
場
合
も
多

く
、
物
価
上
昇
な
ど
外
部
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
料
金
に
反
映
で
き
る

措
置
を
検
討
す
べ
き
」と
主
張
し
た
。

鉄
道
運
賃
・
料
金
へ
の
価
格
転
嫁
に
関
す
る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
産
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
通
じ
て
関
係
議
員
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
て
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

私たちの思いを国政に反映させるために
～ 「 2 1世紀の鉄道 を考 え る 議員 フ ォ ー ラ ム 」 議 員 が奮闘～

浜
野
よ
し
ふ
み
参
議
院
議
員

予
算
委
員
会
に
て
「鉄
道
料
金
の
改
定
」

に
つ
い
て
質
疑
！

衆/参 氏 名 政党等 選挙区

衆 松原 仁 無所属 東京26区

衆 深作 ヘスス 国民 神奈川19区

衆 仙田 晃宏 国民 岐阜３区

衆 田中 健 国民 静岡４区

衆 古川 元久 国民 愛知２区

衆 近藤 昭一 立憲 愛知３区

衆 伴野 豊 立憲 愛知８区

衆 岡田 克也 立憲 三重３区

参 榛葉 賀津也 国民 静岡県

参 伊藤 孝恵 国民 愛知県

参 浜野 喜史 国民 比例区

参 田村 まみ 国民 比例区

参 竹詰 仁 国民 比例区

参 小沢 雅仁 立憲 比例区

◇ JR東海ユニオン最重点・重点・推薦議員榛
葉
賀
津
也
参
議
院
議
員

予
算
委
員
会
に
て
「
も
っ
と
鉄
道
を

大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
と
主
張
！

11
月
12
日
、
参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ

連
合
国
会
議
員
懇
談
会
の
会
長
の
榛
葉
賀
津
也
議
員

（
国
民
民
主
党
幹
事
長
・
本
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
・
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
最
重
点
候
補
と
し
て
支
援
し
、
再
選
）は

「
貨
物
鉄
道
の
重
要
性
」
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ
た
。

浜野よしふみ議員
公式YouTubeﾁｬﾝﾈﾙ

そ
の
中
で
榛
葉
議
員
は
、
「
我
が
国
の
鉄
道
予
算
は

１
０
０
０
億
円
で
、
道
路
予
算
の
２
兆
円
と
比
較
し
て
、

20
分
の
１
。
も
っ
と
鉄
道

を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
」

旨
を
発
意
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合

が
こ
れ
ま
で
も
内
外
に
発

信
し
て
き
た
課
題
認
識
を

広
く
共
有
し
た
。
引
き
続

き
、
関
係
議
員
と
連
携
し
、

粘
り
強
く
要
請
し
て
い
く
。
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